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*1 藤田淳一　長野県松本市
　　　aegithalos-caudatus@celery.ocn.ne.jp
*2 市立大町山岳博物館
　　　〒 398 0002　長野県大町市大町 8056 1

　大会例会概要

日程
　長野県植物研究会 2022 年大会及び第 224 回例
会を下記の日程で開催した。

日時・場所
大会（オンライン）：10月 1日（土）
第 224 回例会：10月 2日（日）：
宮の森自然園とその周辺（大町市）

　2022 年大会

　昨年から試験的に小例会を開催したが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大に伴い、この度は当研究会に
おいても初のオンライン形式を導入しての開催と
なった。準備には事前に通信テストを行うなど、余
念はなかったが、いざ当日始まってみると、通信障
害が何度か生じ、また参加者の操作によっても何度
か中断するなどのハプニングも続発した。
　講演では、小山京子さん（八ヶ岳総合博物館市民
研究員）が「オシダ科イノデ属の鱗片比較研究」と
題して発表された。
　小山さんは自らが昨年行った研究の課題について
観察を継続し、その中でヘビノネコザが二次展葉す
るという新たな発見は参加者を驚かせた。また、一
次展葉の葉数と二次展葉の葉数は一次展葉の方が明
らかに多く、ソーラスは一次展葉の葉にまばらにつ
くのに対して、二次展葉の葉にはびっしりとつくこ
とを紹介された。
　さらに、シダ図鑑の表現・語句の使い方について、
今昔の図鑑比較を行い、先人たちの観察眼の鋭さや
表現力、伝え方のうまさについてご紹介いただいた。
　今後の課題として、二次展葉の役割について継続
して観察されるとのことで、結果についての発表が
待たれる。
　野﨑順子さん（八ヶ岳総合博物館市民研究員）か
らは「ヘビノネゴザ他　身近にあるシダをより身近
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に感じる」と題して発表いただいた。
　野﨑さんは、ヘビノネゴザの茎を便宜的に上部・
中部・下部の３つに分け、その部位ごとに得た鱗片
を基に形態や形質を記録し、長さや幅を散布図で比
較された。また、胞子嚢の正常・異常についても調
べ、雑種親の推定の試みについても発表していただ
いた。
　藤田からは「長野県の山間部におけるアザミ属の
分布」と題して発表した。
　県内の普通種の分布を色分けで示したほか、プロ
ポーションによるアザミ属の捉え方のポイントを解
説しました。そういったなかで、ミヤマホソエノア
ザミは誤同定で次期長野県植物誌改訂の際には反映
すべきものであるが、交雑が進む白馬村－戸隠間は
まさに恐怖のパニックロードで、アザミ属の分類の
怖さまた難しさをお示した上で、アザミ属の親しみ
方について提案した。
　松田貴子さん（安曇野市豊科郷土博物館）からは
「安曇野地区の植物誌改訂調査および市 RD改訂に
向けて」と題して、発表いただいた。
　安曇野市では、レッドリストの改定が令和 5年
度に控え、博物館友の会の植物調査部のメンバーを
中心に安曇野市の植物相について、きちんとおさえ
ておこうと標本の収集が行われていることを紹介い
ただいた。また、石川・富山・群馬県等で活動され
ている皆さんが参加の「中部北陸勉強会」の活用が
これまで不明であったトウコマツナギを知るきっか
けとなった例など、積極的に情報の入手にも努めて
いることやイネ目の同定を講座として設け、参加者
の知識向上の機会を提供していることなどが紹介さ
れた。
　千葉からは「大北地区の植物誌改訂調査と発見」
と題して発表した。
　最初に市立大町山岳博物館が長野県植物誌改訂に
かかる事業へ参加する意義を紹介し、資料の収集保
管の重要性についてお話しした。活動は大町市・池
田町・松川村・白馬村・小谷村からなる大北地域で、
里地里山と呼ばれる範囲を主な活動地点とし、長野
県植物研究会会員のほか、大町山岳博物館友の会会
員も加わり、月 1回のペースで活動をしているこ
とや記録された県新産等を含め活動の成果について
紹介した。
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　会長の佐藤利幸さんからは「コロナ時里山仙人の
サンザシ周辺のシダ植物分布精査」と題して、発表
いただいた。
　クロミサンザシが生育する地点を調査したとこ
ろ、自宅周辺（20 地点）で 32 種、札幌（8地点）
で 14種、菅平（20地点）で 36種が出現し、類似
性は 0.48 で、札幌と菅平では類似性が低いことが
紹介された。また、各地点で出現した全54種のうち、
オシダ、クサソテツ、コウヤワラビ、ジュウモンジ
シダ、スギナ、ヒメシダ、ヤマイヌワラビ、ワラビ
の 8種が共通していたことが紹介された。
　シダを指標に環境をみるという佐藤会長ならでは
の世界に参加者を誘っていただいた。

大会参加者
井浦和子、石井高子、石田祐子、泉砂智、井波明宏、
岩切千代子、上野勝典、上野由貴枝、大塚孝一、奥
田浩之、尾関雅章、小山京子、坂口竣弥、桜井智子、
佐藤利幸、千葉悟志、中西由美子、中村千賀、野崎
順子、藤田淳一、星山耕一、松田貴子、三樹和博、
八木寛之、柳さおり、吉澤敏江（26名）

　第 224 回例会

　当日は一日を通して、秋晴れのなか、楽しく観察
することができた。会場は大町市の宮の森自然園と
その周辺とした。参加人数は、初めてのインターネッ
トによる受付だったためか、７名といつもよりは少
ない人数となった。
　道中、アヅミノノアザミの観察では前日に発表し

た藤田から、プロポーションやほかの特徴について
説明した。また、石垣に生育していたノキシノブら
しき植物がじつはクロノキシノブであることについ
ても説明させていただき、一行は北アルプスの景色
も満喫しながら、オオクマツヅラやヒュウガセン
キュウ、高山型のノコンギクなど山沿いらしい地域
の植物を観察した。宮の森自然園における確認種を
表 1に示す。確認した種は、97科 303 種で、証拠
標本は 17 点である。標本番号の OAMは大町山岳
博物館。TCCNは藤田の個人番号である。
　午後は、オプションとして、会場を大町市木崎湖
北側にある海ノ口地区の休耕田に移し行った。枯れ
たノダイオウの果序が秋を告げるかのように直立
し、お目当てのヤチアザミは見ごろが少々、過ぎて
いたが群生している光景は圧巻だった。シロバナサ
クラタデの生育は発見だったし、ヤノネグサが比較
的多く生育していたことも発見たった。また、ここ
１、２年のうちに耕作放棄されたと思われる休耕田
には、サワトウガラシやアゼナ（タケトアゼナやア
メリカアゼナではない）が比較的多く存在し、自然
度が高いことが伺えた。
　観察は１時間 30分ほどで終了したが、来年はぜ
ひとも当地において、例会を開催してほしいとの要
望が寄せられ、感想から満足いただける濃い例会に
できたのではないかと思う。

例会参加者
泉砂智、岩切千代子、尾関雅章、千葉悟志、藤田淳
一、横井力、吉澤敏江（7名）
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写真 1　大会（オンライン）の様子

写真 2　例会の様子（アヅミノノアザミの解説を受ける参加者）
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表 1　宮の森自然園リスト（1/6）
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表 1　宮の森自然園リスト（2/6）
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表 1　宮の森自然園リスト（3/6）
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表 1　宮の森自然園リスト（4/6）
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表 1　宮の森自然園リスト（5/6）
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表 1　宮の森自然園リスト（6/6）


